
アート・ドキュメンテーション学会（JADS）

第36回(2025年度)年次大会
日時 2025年6月14日(土)、 15日(日)

会場 國學院大學 渋谷キャンパス
東京都渋谷区東4丁目10-28 ・オンライン（ハイブリッド型）

お申込 6月9日(月) 締切
https://jadsconf2025.peatix.com

【プログラム概要】
1日目：（午後）シンポジウム、動向紹介、野上賞授賞式、懇親会
2日目：（午前）総会（会員限定）

  （午後）研究発表会、ポスターセッション、活動紹介

【参加費（両日共通）】
○ 5月31日（土）まで
     会員・賛助会員：1,000円／非会員・団体購読会員：2,500円／学生無料

○ 6月1日（日）以降
     会員・賛助会員：1,500円／非会員・団体購読会員：3,000円／学生無料

※ 参加方法問わず同額となります。（資料代は含まれません）
※ 予稿集はPDFでご用意します。参加申込の方にご案内するURLからダウンロードしてください。

主催：アート・ドキュメンテーション学会（JADS）
共催：國學院大學博物館／図書館

お問い合わせ：アート・ドキュメンテーション学会 2025年度年次大会実行委員会
jads_conf2025@googlegroups.com

シンポジウム

ミュージアムの学芸業務に活かすコレクション情報管理

2025.4.21版※ 状況に応じて、開催情報に変更が生じる場合がございます。最新情報は随時、学会ホームページ（http://www.jads.org/）にてお知らせいたします。

ミュージアム運営の基盤である作品・資料の内包する情報と価値を適切に把握し、社会と共有するための解決

の道筋の一つとしてコレクション情報のデジタル化が提起されて久しく、近年の博物館法改正により、「博物館資料

に係る電磁的記録の作成と公開」が法令上の業務として位置付けられるに至った。しかし、多くのミュージアムの現場

では、学芸業務とデジタル化との関係について試行錯誤が続いており、理論的な裏付けと、経験の共有が求めら

れている。

今回、長く歴史的な資料コレクションを構築してきた國學院大學博物館／図書館と共催する年次大会で、

この課題に取り組んできた美術館・博物館の実践に関する報告をいただくとともに、コレクション情報のデジタル化

を学芸業務に対してどのように積極的に活用してゆくかという展望を示すことを企図して、シンポジウムを開催する。

お申込みは
こちらから
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